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はじめに
ジェインオースティン（JaneAusten,17751817）が作品を執筆した18世紀後半のイギリス社会
は，フランス革命の影響下，安定性を損ない，その結果，中産階級以上の人々が平和と秩序を保つた
めには，今まで以上に財産が重要になった。オースティンの作品では，登場人物の所有財産がしばし
ば具体的な数字で示されている。働くことがはしたないとされ，財産相続権もなかった女性にとって，
安定した生活を送るにはよりよい結婚が必要であった。財産のある男性との結婚を女性たちが望むの
は当然であろう。トニータナー（TonyTanner）によれば，財産のある家では ・goodmannersand
morals・が必然であった。そしてオースティンの作品では，財産 ・property・と礼節 ・propriety・
の理想的統合のエンブレムが理想の結婚の形であり，どちらか一方，または双方が欠落した結婚には
問題があるという。1
『エマ』（Emma,1815）で，ドンウェルアビー（DonwelAbbey）の主人，ジョージナイトリー
（GeorgeKnightley）は財産家で礼節に優れた紳士として登場する。村人からミスターナイトリーと
呼ばれ尊敬を集めるナイトリー氏は，最終的にハートフィールド（Hartfield）の女主人，エマウッ
ドハウス（EmmaWoodhouse）と結婚する。だが，エマの振る舞いには多々問題がある。風 俗 小 説
ノベルオブマナーズ
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Abstract
GeorgeKnightleymarriesEmmaWoodhouseattheendofJaneAusten・sEmma.Shedoes
so,Iwouldsuggest,becauseMr.Knightleyisquitedifferentfrom mostgentlemenofthe
sameperiod.Inotherwords,heiswhatmightbecaled・anewman,・atoddswitheraabout
whichJaneAustenwaswriting,atimeinwhichsocietywasstildominatedbymenascan
beseeninthepracticeofinstitutionssuchasprimogenitor.Duringthatperiod,theideal
womanwas・anangelofthehouse,・modest,unselfish,obedienttomenandverypatient.
Inaddition,sheshouldbepaleandfeeble.Emmaisexactlytheopposite.JaneFairfax,onthe
otherhand,whoisanorphanandiseducatedastobeagoverness,issuchanidealwoman.
However,Knightley iscriticalofJanebecauseshelacksopenness,andtheopenness,he
believes,isoneofEmma・sstrongpoints.Inaddition,KnightleydecidestoliveatHartfield
afterhismarriageinsteadofEmma・scomingtoDonwelAbbey.Hisdecisionisaneventthat
shakesthepatriarchalworld.GeorgeKnightley,becauseheactsthisway,canbecaleda
gentlemanwhoisaheadofthetimes.JaneAusten,inEmma,contributedthecreationofa
newman.
『エマ』における新しい男性像
金 子 弥 生
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を確立したオースティンの小説で，登場人物たちのマナーズは当然，重要な意味を持つのだが，礼節
に欠ける態度をとるエマをナイトリー氏はどのように受け止めたのか。本稿では，作品の背景となる
当時の社会における理想の女性像を検証し，エマが理想とされた女性像とはかけ離れたヒロインであ
ったことを明らかにする。ナイトリー氏が理想の女性とは言えないエマと結婚したことから，読者が
受け取るメッセージを考えることで，伝統的な地主であるナイトリー氏が実は新しい男性の要素を持
つ人物であることを示したい。
1.理想の女性像
『エマ』が出版された19世紀前半のイギリスは，続くヴィクトリア朝時代と同様，家父長制，長子
相続制という制度の下，男性中心の社会であった。19世紀は所謂 ・lady・といわれる身分の女性は
「か弱く，青ざめた」人物である，と一般に考えられていた。2「か弱く，青ざめた」女性が理想と考
えられたのはなぜだろうか。
18世紀半ばから19世紀初頭にかけてイギリスを中心にして起きた産業革命は，既存の階級制度を
揺るがした。産業革命以前のイギリスは地主を中心とした農業社会であったが，産業革命以後，様子
が一変する，と言われてきた。しかし，坂下氏は，18世紀後半から19世紀前半のイギリス経済には，
急激な変化はなかったという見解があると指摘する。18世紀初め，イギリスの生活水準はすでに一
定度に達していたという。実際，農業従事者は，1700年では人口の45％であったのが，1800年前半
には36％と一見減少したように見える。だが実際は，土地の囲い込みや農業技術の改良により，生
産性は向上した。その結果，農村の余剰労働者が都市の工場で働き，産業革命を支えていたのであ
る。3さらに注目すべきは，18世紀初めから消費税は土地税の納税額を上回るようになり，イギリス
に消費社会が成立したことを示している。4『エマ』はまさに農業中心の社会に消費社会が入り込んで
きた時代を背景としていると言えよう。
ナイトリー氏には伝統的な地主として土地財産による豊かな収益があり，彼のリンゴ園やイチゴ畑
は果実の味のよさで有名である。エマも地主階級の令嬢で，伝統的なジェントリーの生活を送ってい
る。こうした伝統的なジェントリーの生活に産業革命により新たに財を成したエルトン夫人（Mrs.
Elton）やコール家の人びと（theColes）が入り込んで来る。彼らは新興中産階級と呼ばれ，工業ま
たは商業という新しい手段で莫大な収入を得ることに成功した人々である。こうして男性は外で働き
妻子を養い，女性は家庭を守るという男女の役割分担がはっきり区別されるようになる。ヴィクトリ
ア朝時代には，時の桂冠詩人テニスン（AlfredTennyson,180992）がThePrincess（1847）で男女の
役割を次のように詠っている。
Manforthefieldandwomanforthehearth:
Manfortheswordandfortheneedleshe:
Manwiththeheadandwomanwiththeheart:
Mantocommandandwomantoobey;
Alelseconfusion....5
以前はエマのガヴァネスで現在はウェストン氏の妻となったウェストン夫人に，ナイトリー氏がガ
ヴァネスとしては不適格だと言って次のように語る場面がある。
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ButyouwerepreparingyourselftobeanexcelentwifealthetimeyouwereatHartfield....you
werereceivingaverygoodeducationfrom her［Emma］,ontheverymaterialmatrimonialpoint
ofsubmittingyourownwil,anddoingasyouwerebid;6
オースティンが執筆していた時代の理想的な妻は，テニスンが詩に詠んだヴィクトリア朝時代の理想
の女性像と変わりないことになる。ヴァージニアウルフ（VirginiaWoolf,18821941）はヴィクト
リア朝時代の理想の女性像，「家庭の天使」を「とても魅力的です。自己中心的なところが少しもあ
りません。家庭生活を営む上での難しい技に熟達しています。日々，自己犠牲をいといません。鶏肉
といえば足の部分を取り，隙間風が入れば風の入る場所に坐ります 要するに，自分自身の意見と
か願望をもたず，いつも他の人びとの意見や願望にそって考えようとする性質なのです」7と皮肉を
込めて述べている。ウルフのこのことばは，ナイトリー氏がウェストン夫人を語った内容と重なる。
換言すれば，オースティンが執筆した当時理想的な女性として受け入れられていた女性像は，ヴィク
トリア朝時代の理想の女性像である家庭の天使と同様，青白くてか弱い，夫に従順で自己犠牲と抑制
力のある女性，と考えて差し支えない。
2.エマウッドハウスとジェインフェアファックス
『エマ』の主人公エマウッドハウスとその知人ジェインフェアファックス（JaneFairfax）は，
この理想の女性像とどのような位置関係にあるのだろうか。
同年齢のエマとジェインは昔からの知り合いで，ふたりは仲良くなるだろうと誰もが考えていた。
しかし実際は，お互いに好意を抱いてはいなかった。事実エマは，どうしてもジェインを好きになれ
ないのだった。これはなぜだろうか。その理由を考える前に，ふたりを比較する必要があるだろう。
エマはハートフィールドの女主人で，常に社交界の中心的存在である。小説の冒頭，彼女は次のよ
うに描写されている。
EmmaWoodhouse,handsome,clever,andrich,withacomfortablehomeandhappydisposition,
seemedtounitesomeofthebestblessingsofexistence;andhadlivednearlytwenty-oneyearsin
theworldwithverylittletodistressorvexher.（3）
才色兼備で金持ちで，あたたかい家庭と明るい性格の持ち主で，最上の恩恵の数々を併せ持った21
歳のヒロインとして読者に紹介される。デヴィッドロッジ（DavidLodge）が指摘するように，エ
マは逆シンデレラストーリーを実践しなければならないのであり，真に幸せになるには挫折を味わわ
なければならないヒロインなのである。8
12歳で母を失ったエマであるが，母親代わりはガヴァネスのミステイラーが務めてきた。しか
し，頭がよく，明るく美しいエマを心から愛している彼女が，母のように厳しく叱れるはずもない。
ナイトリー氏の指摘通り，彼女自身がエマの言いなりになり，忍耐や自己抑制を強いられる。エマは
気づかぬうちにミステイラーを家父長制にふさわしい女性に教育してしまうのである。
だが，エマは甘やかされた単なる我が儘なお嬢様ではない。持参金3万ポンドのハートフィールド
の女主人であり，男性に依存せずに一家を切り盛りする位置にある。彼女は社交嫌いな父ウッドハウ
ス氏に代わり，近隣との交際の一切を仕切る男勝りのヒロインでもあるのである。ミステイラーを
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理想的な妻として男性中心社会に適合するように教育したエマは，男性としての役割を果たしている
と言っても差し支えない。その一方，小心のウッドハウス氏をいかなるときも思いやる理想的な娘で
もある。そして父親は常に（過ちを犯したときでさえも）エマを褒めたたえ，心から彼女を愛し信頼し
ている。このような環境にいるエマが，結婚しないと宣言するのは当然であろう。彼女は自身の中に
男女両方の役割を併せ持っているヒロインなのである。
語り手はエマの抱える問題を「あまりに思いのままにできすぎる力と自分を少しよく思いすぎる気
質」（3）と述べる。例えば，滞在を2週間で突然切り上げ，エマに別れの挨拶にやって来たフランク
チャーチル（FrankChurchil）の緊張した様子を見て，彼女は次のように想像する。
Ithadbeenaveryhappyfortnight,andforlornmustbethesinkingfrom itintothecommon
courseofHartfielddays.Tocompleteeveryotherrecommendation,he［Frank］hadalmosttold
herthathelovedher.Whatstrength,orwhatconstancyofaffectionhemightbesubjectto,was
anotherpoint;butatpresentshecouldnotdoubthishavingadecidedlywarm admiration,a
consciouspreferenceofherself;（282）
実は，このときフランクはジェインとの秘密の婚約についてエマに説明しようとしていたことが物語
の終盤で明らかにされる。「理想の女性」は自分の好きに物事を行うことはせずに男性に常に従順で
あり，謙虚で自己抑制が効いているため，自分をよく思いすぎることはないと言えよう。物事を自分
に都合のよいように考えてしまうエマは，ここでも理想の女性像とかけ離れた存在であることを示し
ている。
ジェインフェアファックスの境遇は，エマとは全く異なる。
ジェインは幼くして両親を失い，牧師だった夫に先立たれ経済的に苦しい立場の祖母と伯母に引き
取られる。その後，父の友人に引き取られ，将来はガヴァネスとして独り立ちすべく，一流の教育を
施される。ピアノ，歌の腕前はすばらしく，エマも彼女には到底かなわないと認めざるを得ない。当
時 ・accomplishment・と言われた女性としてのたしなみ，例えばピアノ，歌，絵画などのすべてを
エマはほどほどにこなすのだが，何ひとつ熱心に練習することはなく，ジェインと比較して彼女の腕
が劣っていることは明瞭である。
2年ぶりにジェインを見たエマは，ジェインの美しさに目を見張り，優雅（elegant）だと感じた。
JaneFairfaxwasveryelegant,remarkablyelegant;andshe［Emma］hadherselfthehighestvalue
forelegance.Herheightwaspretty,justsuchasalmosteverybodywouldthinktal,andnobody
couldthinkverytal;herfigureparticularlygraceful;hersizeamostbecomingmedium,between
fatandthin,thoughaslightappearanceofil-healthseemedtopointoutthelikeliestevilofthe
two....andthen,herfaceherfeaturestherewasmorebeautyinthem altogetherthanshehad
remembered;itwasnotregular,butitwasverypleasingbeauty.Hereyes,adeepgrey,withdark
eye-lashesandeye-brows,hadneverbeendeniedtheirpraise;buttheskin,whichshehadbeen
usedtocavilat,aswantingcolour,hadaclearnessanddelicacywhichrealyneedednofuler
bloom.（178179,underliningmine.）
当時，流行を追う女性たちにとって「優雅」ということばは，最高のほめことばだったという。9エ
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マ自身も優雅であることを最高と認めている。そのうえ「病んだような様子」のジェインは，「か弱
く青白い」理想の女性像そのものである。実際にジェインは病弱で，ミスベイツを始め，常に皆か
ら体調を心配されている。例えば，雨の中，郵便局まで手紙を取りに行ったことがわかると，ジェイ
ンはエマの姉の夫のジョンナイトリー氏（JohnKnightley）からも，ウェストン夫人からも雨の中
を歩くような危険を冒さぬようにと優しく注意され，エルトン夫人からは強く叱られる。
エマも美しいヒロインとして読者の前に登場する。ウェストン夫人はエマの美しさを次のように称
える。
Suchaneye!thetruehazleeyeandsobriliant!regularfeatures,opencountenance,with
acomplexion!oh!whatabloom offulhealth,andsuchaprettyheightandsize;suchafirm and
uprightfigure.Thereishealth,notmerelyinherbloom,butinherair,herhead,herglance.One
hearssometimesofachildbeing・thepictureofhealth;・nowEmmaalwaysgivesmetheideaof
beingthecompletepictureofgrown-uphealth.（39,underliningmine）
ジェインが病んだ美しさを湛える美人であるのに対し，エマはあくまでも健康的な美しさの美人なの
である。つまり，ジェインが当時の理想の女性像そのものである一方，エマは美しいが，時代の認め
る理想的な美人とは言えない。
ふたりの性格はどうであろうか。ナイトリー氏はジェインを次のように評する。
Her［Jane・s］sensibilities,Isuspect,arestrongandhertemperexcelentinitspowerofforbearance,
patience,self-controul;butitwantsopenness.Sheisreserved,morereserved,Ithink,...
（311,underliningmine）
ジェインは，その「慎み，忍耐力，自制心」で優れている。したがって，「率直さ」が欠けるのは当
然であろう。自己抑制力が強く遠慮深いジェインは，物静か ・aquietgirl・（316）という理想の女
性の特徴を備えているのである。
エマはすでにハートフィールドの女主人としてパーティを取り仕切り，近隣の人びととの交際も父
に代わって行っている。慎み深く，物静かで自分の意見も示さないようでは父の代行は務まらない。
また，エマはハリエットと牧師のエルトンとの結婚を実現させようと，ロバートマーティン
（RobertMartin）からのプロポーズをハリエットを誘導して断らせるなど，積極的な行動をとる。ナ
イトリー氏はエマにハリエットへの悪影響を述べ，彼女とエルトン氏の結婚実現を企てることを非難
するが，彼女は全く聞き入れない。・Wethinksoverydifferentlyonthispoint,Mr.Knightley,
thattherecanbenouseincanvassingit・（68）と語るエマは，ナイトリー氏と議論を戦わせて
いたことがわかる。エマは，ジェインとは異なり，かなり率直に意見を述べ，信念に基づき行動する。
その後もエマは，ハリエットとエルトンの結婚を想像し，妄想を繰り返して的外れな縁結びを続ける
結果，自分がエルトンにプロポーズされるという失態を演じるはめになる。彼女は理想の女性とは程
遠く，積極的で率直，おっちょこちょいのヒロインなのである。
両親を幼くして亡くしたジェインは財産もなく，ガヴァネスとして自立するための教育を受けた。
家父長制の下，病気の原因となる従順，屈服，自我を殺すことを教えられる少女の教育を受けたので
ある。10その結果，女性としての一流のたしなみを身につけ，か弱く病弱な理想の女性に成長した。
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一方，母親を亡くしたエマには財産があり，友だちのように優しいガヴァネスに教育を受けた結果，
率直で自己主張する明るい，現代的なヒロインとなったのである。すべてにおいて対照的なふたりと
言ってよいであろう。
エマはジェインを嫌いな理由として彼女の打ち解けない態度を挙げ，次のように語る。
She［Jane］was,besides,whichwastheworstofal,socold,socautious!Therewasnogetting
atherrealopinion.Wraptupinacloakofpoliteness,sheseemeddeterminedtohazardnothing.
Shewasdisgustingly,wassuspiciouslyreserved.（180）
理想の女性の性質でもある冷静で慎重な態度，自分の意見を抑制する態度こそが，エマの気に入らな
い点と説明している。しかし，ジェインのこの態度は今に始まったことではない。エマはジェインに
たしなみのある女性像を見ているが，実はエマ自身がそう認めてもらいたいと思っているとナイトリ
ー氏に指摘されたことがある（178）。そして冷静に考えるとその通りかもしれないと思ったりする。
前述通り，エマは社交界の中心に位置し，ハートフィールドのお嬢様として皆から常に厚遇を受けて
いる。ジェインのピアノや歌が一流であり，自分とは比較にならないと自覚してはいるが，実際には
認めたくないという気持，つまりジェインに対してコンプレックスを抱いているのである。それでも
事実を事実として受け入れようとするエマは，ジェインの身の上に思いを馳せる。
Whenshe［Emma］tookinher［Jane・s］history,indeed,hersituation,aswelasherbeauty;when
sheconsideredwhatalthiselegancewasdestinedto,whatshewasgoingtosinkfrom,howshe
wasgoingtolive,itseemedimpossibletofeelanythingbutcompassionandrespect;（179）
金銭的にも境遇的にも不足のないエマは，ジェインと自分の境遇を比較し優越感を感じ，ジェインへ
のコンプレックスを隠蔽しようとしているかのようだ。
境遇的には恵まれた現代的ヒロイン，エマは，人びとに優しく気づかわれる理想の女性としてのジ
ェインをどうしても好きになれないのである。
3.エマとナイトリー氏
ナイトリー氏にとってエマは，・thissweetestandbestofalcreatures,faultlessinspiteof
alherfaults・（472）と言わせるほど掛け替えのない存在であった。彼は世間が認める理想の女性，
ジェインフェアファックスよりもエマを評価しているのである。
エマが打ち解けない人物と非難したジェインは，フランクチャーチルとの秘密の婚約を隠すため，
フランクの情報を得ようとするエマに対して以前にも増して非社交的になっていた。フランクも彼女
との婚約をカモフラージュするために，必要以上にエマと親密な振りをしていた。フランクのこの態
度は，時に親密すぎることもあるが，我慢の限界までジェインはひたすら耐え忍ぶ。忍耐強い理想の
女性を演じていると言えよう。だが，女性として欠点のないジェインに対して，ナイトリー氏は
・...it［Jane・stemper］wantsopenness....AndIloveanopentemper....IsawJaneFairfax
and conversed with her,with admiration and pleasurealwaysbutwith no thought
beyond.・（311312）と述べ，「率直な気質」の女性がよいと考えていることを示す。そして，エマは
率直な気質の女性である。
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エマを「あらゆる欠点があるにもかかわらず，あらゆる人間の中で最も美しくすばらしい完全無欠
な人」と言い切るナイトリー氏はまた，エマの欠点を認め，それを彼女に告げることのできる唯一の
人物であった。彼女のよき相談相手であり，母の代わりに過ちを指摘し矯正する人物である。エマは
過ちを指摘され腹立たしく思うのだが，その後きまって反省する。例えばボックスヒルへのピクニッ
クで，フランクがエマのためにおもしろい話なら1つ，つまらない話なら3つ披露することを提案す
る。おしゃべりのミスベイツはすぐに話をしようとすると，エマは姪のジェインも含めた皆の前で
・Ah!ma・am,buttheremaybeadifficulty.Pardonmebutyouwilbelimitedasto
numberonlythreeatonce.・（403）と思わず言ってしまう。エマは日ごろからミスベイツのお
しゃべりにうんざりしていたのだが，思わぬときに本心が口から出てしまった。そのとき，厳しく叱
責したのもナイトリー氏だった。・Icannotseeyouactingwrong,withoutaremonstrance.・
（407）と言って，彼はエマのマナーズのあり方を問題にする。続けて次のように言って，ナイトリー
はエマのもとを去る。
Itwasbadlydone,indeed!You,whom shehadknownfrom aninfant,whom shehadseengrow
upfrom aperiodwhenhernoticewasanhonour,tohaveyounow,inthoughtlessspirits,andthe
prideofthemoment,laughather,humbleherandbeforeherniece,tooandbeforeothers,
manyofwhom（certainlysome,）wouldbeentirelyguidedbyyourtreatmentofher.Thisisnot
pleasanttoyou,Emmaanditisveryfarfrom pleasanttome;butImust,Iwil,（408）
ナイトリー氏はエマにハートフィールドの女主人として，礼節のあるマナーズを期待しているのだ。
エマも彼の期待に応え，ジェインに面会を断られながらも何度も足を運ぶ。きっとナイトリー氏は自
分の行為を認めてくれるだろうと思いながら。ナイトリー氏の期待に応え，エマは礼節ある態度をと
る女性へと成長していく。
こうして財産と礼節を兼ね備えたふたりは婚約する。しかし，父親思いの理想の娘としてのエマは，
父を残してナイトリー氏のもとへ嫁ぐ気にはなれない。するとナイトリー氏は当時の男性には考えら
れないような行動をとる。自分がハートフィールドに来るというのである。家父長制や長子相続制を
揺るがすような結末である。この結末から植松氏は「恐ろしい結末」が予想できると指摘する。つま
り，ナイトリーがハートフィールドにいるのはウッドハウス氏が存命中の期間だけで，結局，エマと
その財産は夫のものとなる。エマは幸せのあまりこの点に関して自分だけは大丈夫と安心している，
というのである。11しかし，エマとしては ・Whileherdearfatherlived,anychangeofcondition
mustbeimpossibleforher.Shecouldneverquithim.・（489）である。つまり，エマ自身も父
の存命中は現状のままでありたいと希望している。さらに，ふたりの信頼関係を考慮すれば，ナイト
リー氏がエマの財産を奪い取ろうとする意図は読み取れない。
まとめ
植松氏の指摘のように，『エマ』は妻の財産権，女性の権利の問題を浮き彫りにした作品とする読
み方もある。しかし，ふたりの結婚後，エマの財産がすべてナイトリーのものになるからと言って，
ナイトリーがリントン家及びアーンショー家の家財産一切を奪い取ろうとする『嵐が丘』（Wuthering
Heights,1847）のヒースクリフ（Heathcliff）のようだとは考えにくい。タナーの指摘通り，財産と礼
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節のあるふたりの結婚はうまく行くことになっているのだ。
当時の女性の財産権は，例外を除いて認められていなかった。エマの場合も法律通りならば他の女
性たちと同様，すべての財産は夫に渡る。以前結婚しないと宣言していたエマが，それを承知で結婚
を決意した。オースティンがエマに結婚を決意させた意図はなにか。結婚が中産階級の女性たちの安
定した生活を保証するという世間の枠組みを踏まえながら，当時普及していた制度を批判しようとし
たとは考えられないだろうか。理想の女性像とはかけ離れた健康的で率直な女性エマと一刻も早く結
婚したいナイトリーは，彼女の屋敷に移り住む決意を固める。つまり，ナイトリーは女性の新しい面
を受け入れ，新しい女性像を賞賛することのできる登場人物なのである。オースティンが19世紀初
期に，新しい女性像を賞賛する男性像を創造したことは画期的であり，その点でナイトリー氏は新し
い男性像と言えるのではないだろうか。
本稿は昭和女子大学学長裁量費の助成を受けた研究である。
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